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『
富
山
大
学
五
十
年
史
』（
編
集
／
富

山
大
学
年
史
編
纂
委
員
会
、
平
成
14

年
）
に
よ
る
と
、
富
山
に
お
け
る
公
的

薬
学
教
育
の
ス
タ
ー
ト
は
、
明
治
11
年

（
１
８
７
８
年
）に
、富
山
市
総
曲
輪（
現

在
の
市
民
プ
ラ
ザ
の
場
所
）
に
あ
っ
た

石
川
県
富
山
病
院
の
医
学
所
（
富
山
医

学
所
）
に
設
け
ら
れ
た
薬
舗
学
の
一
課

で
あ
っ
た
と
い
う
（
明
治
９
年
に
越
中

一
国
は
、
石
川
県
に
編
入
さ
れ
て
い
た

た
め
、〝
石
川
県
〟
と
な
っ
て
い
る
）。

　

ち
な
み
に
、
明
治
22
年
（
１
８
８
９

年
）
３
月
に
「
薬
品
営
業
・
薬
品
取
扱

規
則
」
が
公
布
さ
れ
、「
薬
剤
師
」
の

職
名
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

明
治
23
年
（
１
８
９
０
年
）
８
月
、

帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
・
丹
波
敬
三

が
来
富
し
、「
今
後
の
信
用
保
持
に
は

効
能
の
著
し
い
売
薬
を
製
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
…
当
市
に
お
い
て
目
下
の
急

務
と
す
る
売
薬
の
改
良
に
は
薬
剤
師
・

薬
学
士
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と

い
う
講
演
を
行
な
っ
た
。

　

明
治
26
年（
１
８
９
３
年
）５
月
、「
共

立
富
山
薬
学
校
」
の
設
立
発
起
人
会
が

開
か
れ
、
８
月
３
日
に
私
立
薬
学
校
設

置
の
認
可
を
得
た
。
な
お
、
こ
の
年
の

６
月
に
、
日
本
薬
剤
師
会
が
設
立
さ
れ

て
い
る
。

　

共
立
富
山
薬
学
校
の
敷
地
は
、
富
山

市
梅
沢
町
の
広
貫
堂
の
向
側
に
用
意
さ

れ
た
。
創
設
経
費
は
、
富
山
市
の
補
助

金
の
他
、
広
貫
堂
を
は
じ
め
多
数
の

有
志
の
寄
付
金
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
た
。

現
在
、
そ
の
場
所
に
は
、
記
念
碑
「
富

山
薬
学
発
祥
の
地
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

昭
和
40
年
（
１
９
６
５
年
）
10
月
、
富

薬
学
校
の
廃
校
を
決
議
し
て
し
ま
う
。

そ
の
後
、
校
長
や
職
員
、
市
内
薬
業
者
、

関
係
有
志
は
、
薬
学
校
存
立
運
動
を
強

力
に
展
開
し
た
。

　

３
月
30
日
の
富
山
市
会
で
は
、
横
江

清
次
郎
議
員
が
緊
急
動
議
と
し
て
「
…

売
薬
を
唯
一
の
産
物
と
す
る
本
市
の
信

用
上
薬
学
校
存
立
の
必
要
あ
り
と
信
ず

る
。
組
織
方
法
を
改
め
、
更
に
発
案
あ

ら
ん
こ
と
を
参
事
会
に
求
め
た
い
」
と

述
べ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
４

月
21
日
の
市
会
に
お
い
て
、
薬
学
校
の

存
立
が
可
決
さ
れ
、
授
業
科
目
を
簡
略

に
し
た
薬
業
学
校
（
富
山
市
立
薬
業
学

校
）
に
変
身
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な

お
、
こ
れ
に
よ
り
、
薬
剤
師
の
養
成
よ

り
は
、
む
し
ろ
売
薬
業
子
弟
の
教
育
に

力
点
を
置
く
学
校
に
な
っ
た
。

　　

明
治
39
年
３
月
の
市
会
で
は
、
市
立

薬
業
学
校
の
規
則
改
正
が
話
題
と
な
り
、

売
薬
業
者
育
成
か
ら
薬
剤
師
養
成
へ
と

再
転
換
を
図
り
、
県
立
移
管
を
早
急
に

実
現
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
起
こ
っ
た
。

　

業
界
各
方
面
で
の
建
議
、
陳
情
も
あ

り
、
県
会
に
お
い
て
、
40
年
度
か
ら
の

県
立
移
管
（
富
山
県
立
薬
業
学
校
の
発

足
）
が
決
議
さ
れ
た
。

　

明
治
41
年
12
月
３
日
の
県
会
で
、
富

山
市
総
曲
輪
の
日
赤
富
山
支
部
病
院
跡

地
に
県
立
薬
業
学
校
の
建
設
を
可
決
。

県
会
最
終
日
の
12
月
14
日
、
宇
佐
美
勝

夫
知
事
よ
り
「
富
山
県
立
薬
業
学
校
を

明
治
43
年
度
に
お
い
て
そ
の
程
度
を
高

め
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
薬
学
専
門
学

校
に
そ
の
組
織
を
変
更
せ
ん
と
す
」
と

の
諮
問
案
が
提
出
さ
れ
、
満
場
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。

　

明
治
42
年
（
１
９
０
９
年
）
７
月
、

文
部
省
（
当
時
）
は
、
専
門
学
校
令
に

よ
る
県
立
の
薬
学
専
門
学
校
を
富
山
市

に
設
置
し
、
翌
年
４
月
か
ら
の
開
校
を

認
可
す
る
と
告
示
。
富
山
県
立
薬
学
専

門
学
校
の
最
初
の
入
学
式
が
山
王
町

の
仮
校
舎
で
行
な
わ
れ
た
。
明
治
43

年
（
１
９
１
０
年
）
11
月
下
旬
、
日
赤

富
山
支
部
病
院
跡
地
に
は
、
校
舎
が
竣

工
。
敷
地
は
２
８
９
２
坪
余
、
建
物
は

５
５
８
坪
余
で
あ
っ
た
。
同
年
12
月
４

日
、
日
本
薬
学
会
会
頭
・
東
京
帝
国
大

学
教
授
、
長
井
長な

が
よ
し義
博
士
を
迎
え
て
開

校
記
念
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

大
正
５
年
４
月
、
日
本
薬
学
会
の
第

36
回
総
会
が
、
会
頭
の
長
井
長
義
博
士

お
よ
び
丹
波
敬
三
博
士
を
迎
え
て
開
催

さ
れ
た
。
日
本
薬
学
会
の
地
方
で
の
開

催
は
、大
阪
、九
州
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
。
こ
の
時
、
長
井
博
士
は
、

富
山
に
お
け
る
伝
統
的
薬
業
の
高
度
化
、

技
術
革
新
を
期
待
さ
れ
、
県
立
か
ら
官

立
へ
の
移
管
、
さ
ら
に
は
薬
学
大
学
へ

山
大
学
薬
学
部
創
立
75
周
年
を
記
念
し

て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
奥
田
に
所
在

し
た
旧
富
山
薬
学
校
の
門
柱
の
一
つ
を

用
い
た
と
い
う
。

　

共
立
富
山
薬
学
校
は
、
明
治
27
年
２

月
１
日
に
開
校
し
た
も
の
の
、
生
徒

の
退
学
が
相
次
ぎ
、
入
学
生
も
少
な

く
、
学
校
の
維
持
も
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
薬
業
界
有
志
は
、

市
会
議
員
を
中
心
に
市
立
移
管
運
動
を

展
開
。
明
治
30
年
11
月
1
日
に
新
生
の

富
山
市
立
薬
学
校
が
発
足
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
32
年
（
１
８
９
９

年
）
８
月
12
日
の
未
明
、
市
内
中
野
町

で
出
火
が
あ
り
、
強
い
南
風
の
影
響
で
、

薬
学
校
も
類
焼
。
９
月
11
日
か
ら
か
ろ

う
じ
て
形
ば
か
り
の
授
業
を
始
め
た
が
、

明
治
33
年
３
月
16
日
、
富
山
市
議
会
が

教
育
費
査
定
中
に
、「
…
就
学
生
徒
が

少
な
く
義
務
教
育
で
も
な
い
薬
学
校
の

経
営
は
も
ち
ろ
ん
、
校
舎
の
新
築
は
市

の
予
算
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
」
と
し
て
、

とやまの話

薬
学
校
の
設
立

私
立
か
ら
市
立
へ

市
立
か
ら
県
立
へ

県
立
の
専
門
学
校
へ
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の
累
進
に
向
か
っ
て
努
力
を
積
み
重
ね

る
よ
う
励
ま
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
を

受
け
、
富
山
県
官
民
あ
げ
て
の
官
立
移

管
運
動
が
続
け
ら
れ
、
長
井
長
義
博
士

の
強
力
な
支
援
も
あ
り
、
大
正
６
年
に

官
立
移
管
が
決
定
さ
れ
た
。

　

大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
12
月
１

日
付
で
、
富
山
県
立
薬
学
専
門
学
校
の

官
立
移
管
が
公
布
さ
れ
、
奥
田
村
に
お

い
て
官
立
富
山
薬
学
専
門
学
校
の
新
校

舎
の
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
。
大
正
10

年
４
月
に
は
奥
田
の
新
校
舎
で
授
業
が

開
始
。
敷
地
は
、昭
和
14
年（
１
９
３
９

年
）
頃
の
記
録
で
、
２
万
５
８
７
５
坪

と
い
う
広
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
20
年
８
月
２
日
未

明
の
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
29
爆
撃
機
に
よ
る

空
襲
で
、
校
舎
は
薬
品
庫
と
書
庫
を
除

き
焼
失
。
昭
和
21
年
２
月
、
復
興
期
成

同
盟
会
が
結
成
さ
れ
、
復
興
資
金
を
集

め
る
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
教
官
各
位

は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
ま
で
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
重
ね
た

と
い
う
。
募
金
は
二
期
に
わ
た
り
、
計

４
０
０
萬
円
。
そ
の
中
に
は
富
山
化
学

工
業
㈱
社
長
・
中
井
敏
雄
氏
（
富
山
薬

専
10
回
卒
）
が
私
費
40
萬
円
を
投
じ
、

１
棟
を
ま
ず
建
設
。
こ
れ
に
よ
り
、
早

く
も
昭
和
22
年
に
は
奥
田
の
新
校
舎
に

復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）、
官
立

富
山
薬
学
専
門
学
校
は
、
国
立
学
校
設

置
法
に
よ
り
国
立
富
山
大
学
に
統
合
包

括
さ
れ
、
同
大
学
の
薬
学
部
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
富
山
大
学
の
五
福
集
中
計
画

に
よ
り
、
薬
学
部
の
五
福
地
区
へ
移
転

が
決
定
さ
れ
、
校
舎
の
移
転
が
行
な
わ

れ
た
。
奥
田
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
は
、
住

宅
地
に
変
身
し
た
が
、
奥
田
寿
町
公
園

（
旧
校
舎
温
室
付
近
）
の
南
西
端
に
は

昭
和
57
年
、
同
窓
会
有
志
に
よ
り
記
念

石
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
政
府
の
無
医
大
県
解
消
の

流
れ
が
あ
り
、
医
学
部
設
置
に
向
け
て

県
と
大
学
側
で
話
し
合
わ
れ
た
が
、
合

意
に
至
ら
ず
、
県
側
は
単
科
の
医
科
大

学
構
想
で
独
自
に
文
部
省
に
働
き
か
け

た
。
し
か
し
、
先
行
す
る
他
県
も
あ
り
、

余
程
特
色
あ
る
構
想
で
な
い
と
容
易
で

は
な
い
と
い
う
文
部
省
の
意
向
が
示
さ

れ
、
富
山
大
学
の
薬
学
部
と
合
わ
せ
た

医
科
薬
科
大
学
構
想
に
拍
車
が
か
か
り
、

昭
和
50
年
に
富
山
医
科
薬
科
大
学
が
設

置
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
０
５
年
、
富
山
医
科

薬
科
大
学
は
、
旧
富
山
大
学
、
高
岡
短

期
大
学
と
統
合
し
、
富
山
大
学
と
な
っ

た
。
共
立
富
山
薬
学
校
か
ら
の
薬
学
校

の
歴
史
は
、
現
在
の
富
山
大
学
薬
学
部

に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
だ
。

専
門
学
校
か
ら
大
学
へ

官
立
の
専
門
学
校
へ


